
第 5章 出土谷地区の調査

第1節 調査の経過と概要

出土谷地区は､周辺に多 くの坑道が分布する

立地条件や､文献史料に16世紀半ばから登場す

る点などが早 くから注目されていた｡平成8年

度から開催された石見銀山遺跡発掘調査委員会

(以下委員会)においても､各委員か ら発掘調

査の必要性が指摘されていたところである｡

そこで平成9年度か ら新規に調査を実施する

こととし､平成9年6月17･18E】に開催された第

4回委員会で調査計画が各委員により了承され

た｡11月4日から第 1トレンチの調査を開始 し

た｡11月6･7日には第5回委員会が開催され､各

委員に調査開始を報告 した｡遺構面の検出にあ

わせて調査区を適宜広げるなど約20rrfを調査し､

11月28日で終了 した｡

平成10年度は新たに複数箇所で調査を実施す

ることとし､平成10年5月13･14日に開催された

第6回委員会で各委員により了承された｡ この

年は栃畑谷地区の調査を先に行ったため､調査

を開始 したのは10月14日からである｡第1トレ

ンチの調査を引き続き行いっつ､第2トレンチ

(約20Ⅱf)の調査を始めた｡21日には､伐採作業

が終了 した第3トレンチ(約40Ⅱf)の調査 も同様

に開始 した｡11月6日には第 7回調査委員会が

開催され､第3トレンチで確認された礎石建物

跡の様相を明らかにするよう指導を受けた｡ll

月29日には現地説明会を開催 し､約40人が訪れ

た｡第1･2トレンチについては成果が得 られた

として埋め戻 し､第3トレンチの調査を来年度

に継続することとして､12月15日で終了 した｡

平成11年度は､5月12日に開催された第 8回

委員会にて第 3トレンチの調査継続を確認 し､

5月17日より現地作業を再開 した｡これ以後第

3トレンチを出土谷Ⅱ区と改称 し､調査を終了

した第 1･2トレンチをあわせて出土谷 Ⅰ区と

呼称 している｡Ⅱ区の調査目的としては､(丑建

物跡の構造と範囲および時期 ･性格の確認､②

炉などの配置と個別の構造 ･機能の把握､③下

層遺構の有無やその時期､地形改変の経緯の確

認､などを設定 した｡最終的な調査面積は96nf

で､加えて周辺の岩盤や石垣の精査をおこなっ

ている｡ 7月13日以降は下層確認 トレンチを設

定 し､第 1遺構面と併行 して調査を進めた｡ 7

月30日には現地説明会を開催､70名の参加があっ

た｡調査指導として､6月10日に奈良国立文化

財研究所 ･村上隆主任研究官､8月3日に田中

義昭委員､立正大学 ･池上悟助教授､10月26日

には奈良国立文化財研究所 ･小池伸彦主任研究

官､田中義昭委員の指導を受け､また9月 2日

には文化庁文化財保護審議会の視察を受けた｡

また､11月12日に開催された第 9回委員会で成

果を報告 し､各委員から現地にて指導を受けた｡

9月20日に全作業を終了した｡

区

第28図 出土谷地区 調査区配置図 (S-1/800)



第2節 工区の調査

(1) 第 1トレンチ

第 1トレンチは出土谷の佐毘売山神社本殿背

後の平坦地群のうち､北側に位置する平坦地に

設定 した トレンチである｡この平坦地は谷中央

の道跡に面 して石垣を築いて造成されたもので､

宅地であった可能性がある｡

トレンチは南北方向に約 3m､東西方向に約

7mの大 きさで設定 し､出土谷地区の最初の調

査区となったことから､遺構の内容､性格を把

握するのと同時に精錬迫橋の存在の確認が調査

の目的とされた｡

表土 ･腐食土である､厚さ約20cmの褐色土を

除去後に迫構面が検出された｡遺構に､タタキ

の土間面とSX0l､SX02がある｡(第29

図)

タタキ土間面は西に向かって傾斜 し､タタキ

粘土が薄 くなっていることが確認されたが､こ

れは後世の撹乱によると考えられる｡調査区内

ではタタキ土間面とともに下層の磯を多 く含む

･･1

整地層が検出されている｡調査区の東側では選

鉱の磨臼である要石が埋め込まれた状態で検出

されているが､現位置で使用されたものか､建

築の基礎として転用されたものと考え られる｡

SX0lは調査区の中央やや東寄 りで検出し

た直径約35cmの円形のプランをもつ造機で､黄

褐色粘土で構築され内部が赤桂色に被熟 してい

るものである｡SX02はSX0lの50cm西側

で検出した､縦110cm横60cmの不整形な長方形

プランの遺構で､黄褐色粘土で構築され一部が

赤桂色に被熱 している｡SX01･02は､こ
れまでの遺構の調査例から精錬施設 と考えられ

るが､検出状況から炉の下部構造の一部が過存

したものと推測され､上部構造と炉の用途につ

いては不明である｡

調査区内で検出した遺構については､精錬施設

をもつ建物跡の一部と考えられ､この平坦地は

宅地であったことが確認された｡

⊥ 2JO50m
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1 褐色土

第29図 出土谷工区1T 平面 ･土層図 (S-1/60)
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(2)第 2トレンチ

第 2トレンチは第 1トレンチから南西へ約10

m､道をはさんで向かい合う平坦地に位置する｡

北東から南西方向に7m､北西から南東方向に

それぞれ5.5m ･3mの規模の､北西方向に開

く ｢コ｣字状の トレンチである｡調査前は第 1

トレンチと異なり杉の植林が平坦地全体でなさ

れ､問に背丈の低い雑草や竹が生い茂っている

状況であった｡ トレンチはこれらの杉を避けて

まず ｢L｣字状に設定 し､その後拡張 して最終

的に約20Ⅱfを調査 した｡

【層序】本 トレンチでの層序については以下の

通 りである｡まず竹根などが混 じる暗褐色土層

が15-20cmの厚さで堆積 し､その下で植栽によ

る撹乱などが一部認められるものの､褐色土層

や淡赤褐色土層が トレンチ内に広 くみ られた｡

これらは上層の暗褐色土層よりずっと固く締まっ

ていることから､建物土間面の土 (タタキ)と

みなしてよいと思われる｡また､同 レベルで黄

色粘土が部分的ながら確認された｡第32図には

記載 していないが､ トレンチ西側ではこの建物

土間面を取 り除いてさらに掘 り下げ､下層の状

況を調査 している｡そこでは厚さ約15cmの建物

土間面の下に､磯が多 く混 じる褐色土層が40cm

以上堆積 していた｡この層は整地層とみられる｡

掘 り下げ途中では黄色粘土をともなう迫桟を 2

基確認 したが､半ば破壊された状況であった｡

よって､かつて下層に存在 した遺構面を破壊 し

て礎混 じり褐色土層による整地が何回か行われ

たと考えられる｡ただ個別の整地層を層位的に

確認することはできず､出土遺物 も少ないため

時期差 も含めた検討をよく成 しえなかった｡ こ

の磯混 じり褐色土層より下層の状況については､

調査を行っておらず不明である｡

23970m

1 滝掲色土

2 掲色土 (固くしまる 整地層)
3 茶褐色土

4 措掲色土 (鎌を若干含む 整地層)
5 黒色土 (炭層.粒子微少)

6 茶褐色土 (粒子微少で均質)
7 灰褐色粘貿土

(焼土小片 小僻を含む､粒子微少な粘貿土)
8 黒灰色土
(炭を含む､粒子微少な粘質土 炭層かつ) 0

第30図 出土谷工区2T 平面 ･土層図 (S-1/60)
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1 黒色土 (炭層､粒子微少)
2 茶褐色土 (粒子微少で均質)
3 灰褐色粘質土

(焼士小片 ･小僕を含む､粒子微少な粘質土)
4 黒灰色土

(炭を含む､粒子微少な粘質土 ･炭層かつ)
5 時黄褐色粘土
6 明褐色粘買土

7 暗褐色粘質士 (砂粒を多く含む)

50cm

第31図 出土谷工区2T SXO5平面･土層図 (S-1/10)

【遺構】本 トレンチで確認された遺構 として､

地表面から約20cm下に認められた建物土間面に

SX03･05がある｡しかし､建物土間面に

ともなう柱穴ないし礎石などは認められず､建

物構造を明らかにはできなかった｡また トレン

チ西側のより掘 り下げた範囲内では､製錬関連

遺構としてSX06･07を確認 した｡なお､

調査当初はSX03に切り合う遺構としてSX

04の存在を想定 したが､調査を進めていく中

で両者は1基の遺構であることが判明したため､

SX04を欠番とした｡

SX03は長軸約1.4m､短軸約1.0mを測り､

平面形は隅丸長方形である｡外周に沿って約10

-30cm幅で貼 られている黄色粘土には､木炭 ･

一一一.¢ 第5章

小磯が含まれよく締まっている｡掘り方内壁に

も貼られた黄色粘土の内側には､まず約10cm暗

褐色土が堆積 しその下層は磯が多 く混 じる褐色

土であった｡半球状の掘り方は約30cmの深さで､

磯が多いためそれ以上の掘 り下げを断念せざる

をえなかった｡埋土は一括埋め戻 しされたもの

であるとみられる｡炭化物層の堆積や被熱部分

などが認められないため､製錬に直接関係 しな

い遺構である可能性も否定できず､遺構の性格

は今後の検討を期 したい｡出土遺物は無いが､

建物土間面の時期から18世紀後半から19世紀半

ばにかけての遺構と考えられる｡

第33区Ⅰは､SX05の実測図である｡長軸66

cm､短軸35cmを測る楕円形の遺構で､土層層序
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第32図 出土谷工区1丁 出土遺物実測図① (陶磁器 ･土器)(S-1/3)
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第33図 出土谷工区1T

出土遺物実測図(多(鉄製品)(S-1/2)

から炉跡と考えられるものである｡調査区内で

遺構の一部が検出されたので､調査区を南に拡

張 して調査をおこなった｡

炉内の土層層序は､炭層の黒色土 (1層)､

茶褐色土 (2層)､焼土中ブロック ･小磯を含

む灰褐色粘質土 (3層)､炭層の黒灰色土 (4

層)である｡この層序は炉内の下部構造になる

土層と考えられ､上部が失われているが 1層が

炉上面になる可能性がある｡ 4層の下が暗竜褐

蓑12 出土谷工区1T 出土遺物観察表

色粘土 (5層) ･暗褐色粘質土 (7層)で､こ

れが炉底と考えられ､被熟 した箇所が確認され

る｡B-B′の土層をみると､炉周辺の土層は

上層が固く締まる茶褐色粘質土で､土間面の整

地層と考えられる｡この下層は選鉱ズリと考え

られる最大 1cmまでの小磯の層 となっている｡

SX05の周囲には茶褐色粘質土層内から埋め

られた拳大から20cm前後の礎が検出され､障壁

などの炉周辺構造として築かれた施設の基底部

になるかもしれない｡SX05については良好

に造存 した炉跡であり､その用途については出

土谷地区で検出された精錬遺構の検討から､銀

銅鉱石の精錬工程の炉と推測される｡

SX06･07はトレンチ西側の礎混 じり褐

色土層を掘削中に確認 したものであり､想定さ

れる上部構造を失っているなど迫存状況は悪かっ

た｡ともに直径約70cmの円形の遺構で､幅10-

15cmで黄色粘土が外周にそって貼 られていた｡

深さは浅 く､出土遺物は無かった｡

図面番号 辿榔番号 種 別 .器 種 法 以 (cm) 技 法 / 文 様 / その他 推 定生産地 残 存 左l口径 底径 器高

3233 135 染付磁器 .鶴 肥前 ロ綾部片

136 染付磁器 .鶴 染付 .内面四方神文 .外面蛸唐草文 肥前 口綾部片

137 施紬陶器 石見 口綾部片

138 施紬陶器 3.6 石見 底部片

139 土師質土器 .皿 8.6 4.5 2.3

140 鉄製品

蓑13 出土谷工区2T 出土遺物観察蓑

図面番号 出揃番号 種 別 .器 種 法 Li(cm) 技 法 / 文 様 / その他 推 定生産地 残 存 血口径 底径 器高

34 142 施紬陶器 .皿 胎土E]枯 肥前 底部片

143 陶器 .描鉢 備前 底部片

144 施紬陶器 胎土日構 石見 底部片

145 施紬陶器 ロ緑部片

146 瓦質土器 □緑部片

147 染付磁器 .皿 肥前

第 5章一一一や一一一
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第34図 出土谷工区2丁
出土遺物実測図 (陶磁器･土器)(S-1/3)

【Ⅰ区出土遺物】便宜上､ Ⅰ区出土遺物をまと

めて説明する｡第1トレンチ出土遺物では､13

5･136の時期が近世後期 と考え られる｡137の

色調は石見焼に特徴的な淡黄緑色である｡138

の外面は施軸されない｡139は口縁部がやや厚

くなるものである｡140･141はいずれも端部が

破損 している｡141の断面は方形で､工具の一

種であろうか｡第 2トレンチ出土遺物 (第34図)

のうち､142･143は磯混 じり褐色土層か ら､は

かは上層の暗褐色土か ら出土 した｡142は内面

に施粕される｡143は底部内面に揺目が入 らず､

間壁編年Ⅴ期のものであろう｡144は138と同様

の製品である｡下層出土の142･143の時期が中

世末から近世初頭までさか上るのに対 し､上層

出土遺物は近世後期のものである｡
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第3節 Ⅱ区の調査

出土谷Ⅲ区は､谷沿いに連続 して築かれた段

状の平坦面のうちのひとつに設定 した｡谷の入

り口から比高差にして約30m登った地点に位置

し､隣接する上段､下段の平坦面とはそれぞれ

比高差約 4mの石垣によって隔てられる (第28

図)｡平坦面の東半分は､鉱石のうち不要部分

として廃棄された多量のズリに覆われていたた

め調査対象外とし､残 りの約96Efについて調査

をおこなった｡調査区に対 して道 ･水路を隔て

た東側には露出する岩盤に間歩が開口しており､

その坑口前には約30nfの小規模な平坦面が設 け

られている｡

写真8 出土谷Ⅱ区 調査前状;冗 (北東から)

【岩盤加工遺構】平坦面の西側壁面には岩盤が

露出していて､後述するように､第 1遺構面の

建物平面形はこの岩盤の張 り出しに制約されて

いる｡壁面は調査前には剥落 した岩塊や土砂に

よって覆われていたため､これを除去 したとこ

ろ､人為的に岩盤を加工 した遺構を検出 した

(PL.16上)｡箱状に掘 り窪め､棚のように削 り

だした部分が上下 2段設けられている｡上段は

床面が整った長方形を呈 し､横幅170cm奥行 き

65cmを測る｡下段は不整形な平面形で､矩形に

屈折する15cmの段差によって区切 られる｡最奥

部で横幅150cmを測 る｡また下段 と第 1遺構面

は45cmの高低差があり､垂直な壁面になるよう

に岩盤が平滑に加工されている｡

これらの遺構が造 り出された目的として､以

下の可能性が考えられる｡

①鉱石を採掘するため､鉱脈にそって不要な部

分を除去 した痕跡



(診石材を入手するために切り出した痕跡

(9石棚として使用するために造作されたもの

まず(丑であるが､上段には床面を縦断するよう

に亀裂に沿った岩脈が露出していることや､石

を切り出した段の長軸方向がこの岩脈の方向と

一致 していることから､採掘を目的に切り出さ

れた可能性は高い｡ただし､現地に残されてい

る岩脈から試料採取 し成分分析 した結果､銀の

含有率は低 く､銀鉱石としての品位は低いこと

が明らかになっている｡次に(参の可能性である

が､これらの遺構は一見直方体の石材を切り出

した痕跡のように観察されるものの､いずれも

床面 ･側面を丁寧にチョウナ等で削り込んで整

形 しており､現状は二次的に仕上げた結果であ

る.そのため､石材を切り出すための標の痕跡

(矢穴痕)などは一切残らず､積極的な根拠は

無い｡

従って現時点でその性格を特定できず､(》採

掘をおこなったが､鉱石として品位が低かった

ため採掘を中断 し､(診その副産物として産出し

た石材 (石塊)を後述のような石垣などの材と

して転用 し､その痕跡をさらに③石棚として二

次利用するため丁寧に床面を平 らに仕上げた､

という可能性を指摘 しておきたい｡

岩盤にはこのような棚状遺構の他に､約10cm

四方の方形に穿たれた穴が随所にみられた｡穴

はいずれも深さ10cm内外で､その配置に規則性

は見 られず､高さも様々だが､ 2- 3つの穴が

集中して配置されており､なかには3つの穴が

横並びに配される箇所もある｡これらの目的に

ついては､建物の垂木に対する受穴のような役

割 も考えられるが､配置に規則性が無いことな

どからむしろ石を塊状に割り出すための足がか

りとなる横穴 (矢穴)と考えるのが妥当である｡

岩盤の岩質は角磯凝灰岩であり､足がかりを打

ち込むだけで節理にそって容易に破砕すること

が可能である｡前述(丑②のような目的以外に､

平坦地の面積を確保するため岩盤を割り床面を

広げた可能性もある｡

上記のような岩盤が加工された時期であるが､

第 1遺構面の土間が岩盤まで切れ間なく貼られ

ていることから､第 1追構面の時期には既には

ぼ現状に近い状態であったと考えられる｡ただ

し､棚状遺構については､石を削った石クズが

棚床面だけでなく第 1遺構面上にも堆積 してい

ることから (第40図第 5層に相当)､時期的に

新 しく加工されたことがわかる｡

【石垣】出土谷は谷地形を生産 ･生活空間とし

て利用するために､棚田状に石垣を連ねること

で平坦なスペースが確保されている (PL.13左

上)｡調査をおこなった出土谷Ⅱ区についても､

東南側と北西側にそれぞれ石垣が組まれている｡

いずれも高低差約 4mあるが､一段で組むので

はなく､問に犬走り状のテラスをはさんで2段

の石垣を組んでいる (写真 9)｡周囲に広 く存

在する凝灰岩系石材を用いており､なかには前

述の横穴 (矢穴)を残すものもある (写真10)｡

横穴は石材の辺部に穿たれており､岩盤から割

りとるための足がかりとして打たれた､とした

前述の推測を裏付ける｡

鷺 等雫撃 軒 ㌔ ヌ ーー三 豊 峯
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写真9 出土谷Ⅱ区 東南側石垣

写真10 同石材部分
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第35国 出土谷Ⅱ区 平面 ･断面図 (S-1/80)

(1) 第 1遺構面

【礎石建物跡】調査区は調査前から整った平坦

地を呈 し､遺構面がよく保たれているものと予

測された (写真 8)｡掘 り下げた結果､表土下

約15cmで土間面と考えられる堅 く締められた褐

色土面を検出し､また規則的に配置された石を

確認 した (第35区Ⅰ)｡礎石建物跡 と､その内側

に施された土間敷き面と考えられる｡現状で土

間面はゆるやかに傾斜 しており､調査区内で最

大高低差約80cmを測る｡調査区中ほどの右列

(図中B-B′)と礎石列 (同D-D′)を境

一一一◎ 第5章

界に､調査区西側の一角が一段低くなっており､

上段のほうが比較的土間面の追存状態が悪い｡

建物柱間はD-D′ラインが約 1m間隔で5

個の礎石､C-C′ラインが約 2m間隔で2個

+1m間隔で1個の礎石が配置される｡Cライ

ンとDラインは1m離れて平行に位置するが､

これに対 しE-E′ラインは150斜行 し､1.25

m間隔で5個の礎石を配置 している｡そのため

建物の平面形は長方形ではなく､いびっな四角

形に復元される｡またB-B′ラインを境に1

段下がった北西側については､土間が岩盤に接
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するように床面全体に貼られていることや､炉

跡であるSX0lの存在から何らかの上屋があっ

たものと考えられるが､建物の構造を示す礎石

や柱穴などは一切確認されなかった｡

土間面は調査区東側へ続いており､またA-

A′ラインのように礎石列も連続することから

建物はさらに東側へ広がるものとみられるが､

前述のとおり､建物廃絶後に廃棄されたズリ山

が厚 く堆積 しており調査をおこなっていない｡

【石臼 ･黒色石粒】調査区夷隅からは石臼が出

土 し､これと隣接 して黒色の石粒が直径30cmの

範Bflに集中して検出された (写真 7)｡いずれ

も土間面直上に置かれた状態で出土 し､原位置

を保つものとみられる｡石粒はほとんど不純物

が混じらず､人為的に集積されたと考えられる｡

石臼は直径28,5cm､円形の挽 き臼の下目部分

に相当する (第44図210)｡上目は調査区内か ら

は確認されなかった｡石臼と約20cm離れて検出

された石粒は5-10mm大で､外見は角張り黒色

を呈する｡石粒が何であるかは科学分析の結果

を待ちたいが､鉱石を砕き選鉱過程を経た段階
し▲うみぐさり さんごくこわり
の ｢正味鎚｣あるいは造樺剤である ｢三石錬｣

(酸化マンガン)の可能性が考えられる｡

【SX0l】 (第36図)SX0lは調査区の西

隅にあり､石垣上端から2m離れた平坦面の隅

角に位置 している｡表土直下から赤桂色を呈す

写真11 出土谷Ⅱ区 石臼と黒色石粒

る焼土が広範Bflに広がっており､炉跡の存在が

予測された｡上層に堆積 している焼土は締まり

が悪 く､有意な堆積状況が認められなかったた

め二次的な堆積と判断 し除去 したところ､周囲

の土間面から約10cm高い基壇状の高まりの上に

2基の炉跡が並んで検出された｡東側を炉跡A､

西側を炉跡Bとすると､平面形は炉跡Aが隅丸

方形で95cmX85cm､炉跡Bがはば正円形で直径

70cmである｡基壇状の高まりは幅1.9mで長方

形とみられるが､西側の崩落 した岩塊を除去で

きず､全範囲を調査 していない ｡炉跡Bの西側

にもわずかに炉跡 らしい追横が表れており､崩

落土の下にも同様の炉跡がさらに続いて存在す

る可能性は高い｡

基壇の東側および炉跡Aの南側には角硬が集

中して検出された｡炉跡Aの周縁部を囲むよう

に配されたほぼ均等大の疎は基壇の床面に埋め

込まれており､特に原位置を保つと考えられる｡
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1.灰色粘質土 2 暗赤色土 (風化の進んだ焼土) 3 赤桂色土 (焼土) 4 赤書芸色土 (焼土) 5 灰赤土 (焼土混じる)

6 時舌灰色土 (堅く焼締る) 7 時赤褐色土 (締まり悪い) 8 時青黒色土 (6屑がブロック状に混じる) 9 黒茶色土 (炭片含む)

第36図 出土谷Ⅱ区 SXOl平面 ･土層図 (S-1/30)

基壇の南側は土間面との境界が明確だが､北側

は緩やかに傾斜 して下がる｡北側の床面は黒色

を呈 しており､炉の操業に際 して焚き口 ･掻き

出し口が設けられていた可能性が考えられる｡

炉跡はA､Bともに基底面からの厚さわずか

10cmあまり残っていただけで､上部構造の痕跡

は全 く残存 していなかった｡炉底は平坦で､側

面は炉跡Aはややゆるやかに､炉跡Bは直角に

立ち上がる｡埋土は焼土をブロック状に含む赤

檀色系土で､解放状態での被熱酸化土壌である｡

炉廃棄後に流入 した可能性もある｡ただし炉底

とみられる土層 (第36区l第 6層)は暗青灰色を

呈 し堅 く焼き締まっており､還元雰囲気におい

-.-.一一◎ 第5章

て被熱 したと考えられる｡

炉内や炉周辺から精錬に開通するカラミや炉

壁などの炉材等は一切出土 しなかった｡

【SXOlの用途】SX0lは基壇状の高まり

の上に複数基の炉を連房状に並置するという形

態上の特徴において､兵庫県多可郡中町石垣山
やさがま

追跡 【文献10】などで確認された焼竜と呼ばれ

る遺構に類似 している｡永久鉱床から産出する

硫化鉱物を精錬する場合､選鉱過程を経た鉱石

から硫黄分を除去する必要があるが､焼竃はそ

のために鉱石を倍焼 し脱硫するための施設であ

る｡科学分析の結果を待ちたいが､SX0lが

焼竃と呼ばれる焼鉱施没である可能性は高い｡
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硝灰色粘fi土
灰色粘質土
鳩茶灰色粘買土
鳩茶灰色十滴灰色粘質土
明赤槽色粘質土
婚褐色粘質土

50cm

第37図 出土谷Ⅱ区 SXO2平面 ･土層図 (S-1/10)

石垣山遺跡の場合､発生する亜硫酸ガスや煙を

避けて吹屋から離れた位置に焼竃が置かれてお

り､本追跡 SX0lの場合 も平坦面の隅に配置

されている点で共通する｡同様の意図によるも

のと思われる｡

【SXO2】 (第37図)SX02は調査区の東

寄 りに位置する｡検出時には赤橿色に被熟 した

部分と､灰色の粘質土が同心円状になって確認

ざれた (PL,15左下)｡赤檀色土は直径80cm､灰

色土は直径63cmの正円形を呈する｡灰色土の部

分を半裁 して掘 り下げたところ､赤桂色土の面

が皿状に窪むことが確認された｡北側がやや深

くなり､最深部で検出面からの深さ12cmを測る｡

灰色土は1-2層が不純物をほとんど含まず均

質で､選別された灰と観察される｡また3-4

層は灰色土と赤樫色土が混 じった土壌である｡

灰色土中からは2-3cm大の多孔質のカラミが

4点､浮いた状態で出土 した｡遺構を保存する

ため､半裁 した状態で調査を終了 した｡

【SX02の用途】 SX 02のように土坑状の

くぼみに灰を充填 した遺構 としては灰吹炉の可

能性が考えられる｡現在灰色土の成分分析をお

･い-{.･一 一-1か一一一一



i)

_A_24550m

l 鳩褐色粘賀土 二次的城将士.破き剰ま推定唱元ライン
2 第褐色粘質土 よく締まり.熟を受けた様子はない
3 噌黄褐色粘田土 炭小片をわすかに含む
4 明灰色粘質土 (灰)
5 滴茶褐色粘質土 粘性高く.炉壁 娩土を多く含む
6 確i赤褐色粘質土 ,I

8 黒褐色粘質土 炭化物多く含み非常に綿まリ悪い
9黄褐色粘F'ii土 フロック状に婚絹する
10 黒褐色粘fj土 非常に始まり悪い
11 黒色粘賀土 強く被熟している

7 黄褐色粘賀土 粘性高く均臥 土間鮎土と同一 12 鴫憤褐色小傑混粘胃土 塁く始まる.土間貼土

第38図 出土谷Ⅱ区 SXO4平面･土層図 (S-1/20)
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こなっており､その結果を待ちたい｡灰を除去

した状態 (PL.14下)で窪みの底面 も酸化被熟

して赤橿色化 しており､炉底を解放状態で一度

焼いた後､灰色土を充填 したものとみられる｡

炉の上部構造を復原する手がかりは残されて

いないが､炉の西側には作業面と考えられる堅

く締まった土間が部分的に残されている (第37

図244.98mの等高線範囲)0

【SXO3】SX03は円形の炉跡で､第 1迫

構面の土間が部分的に壊れ､やや掘 り下がった

箇所から検出された (写真13)｡第 1遺構面に

は伴わず､それ以前の段階のものと考えられる｡

直径35cmの暗灰褐色土の周囲を囲むように明黄

褐色のきめの細かい粘土が貼られている｡ 2種

の境界は粘土が暗赤色に焼けている｡内側の暗

灰褐色土は第 1遺構面を整地する際の整地土と

同一であり､炉廃棄後に埋め戻され､その上に

整地がなされたと考えられる｡炉内哩土の調査

はおこなっていない｡

【SXO4】 (第38図)SX04は平坦面の南

隅､南側石垣と西側岩盤が角をなす部分に位置

している｡調査前には南側の石垣が崩れ石材が

散在 している状態であったが､浮いた石及び二

次堆積土 (図中第 1層)を除去 した結果､炉跡

を検出した｡炉の平面形は短軸 1mの長楕円形

を呈するが､東側はなだらかに上がっておりはっ

きりしなくなる｡最深部で深さ20cmを測る｡炉

内には炉壁とカラミが折り重なるように堆積 し

ていたが､炉外､炉周辺からは一切出土 してい

ない｡炉の西壁がより強く被熟 し､赤褐色を呈

している｡また､炉外に相当する北側と東側に

は､灰とみられる明灰色土が集中して堆積する

箇所がみられた (図中第 4層)｡また､炉の中

心からはそれる位置に､筒状に空洞になった箇

所がみられる｡また､炉の位置する一角は北側

の土間面より10cm高 く､方形の壇状に仕付けら

れている｡調査の過程でやや削り込んだ為､基

壇の北西側端はEgI示 したよりやや北西よりにあ

る考えられる｡

【SXO4出土遺物】SXO4内からは炉壁片

約70点､カラミ2点､羽口 1点が出土 した｡大

半は小片であったが､原形をとどめるもの､特

徴的なものについて図示 している (第39図)0

1-4は炉の上部構造を構築 していたとみら

れる炉壁の部材である｡粘土を直方体のレンガ

状に焼き上げた物で､やや焼成があまく残りが

悪い｡胎土は均質で繊維等は含 まない｡厚さ

4.4-4.8cmで､長さ､幅については復元できな

い｡旧状のうち4面をとどめる1･2について

第 5章 - 1◎-
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第39図 出土谷Ⅱ区 SXO4出土遺物 (炉壁･カラミ)(S-1/3)



みると､面同士が垂直でなく1つの面が約700 異片で､不定形をなすものである｡図化 した表

の角度をもっている｡このような部材を積むこ 面は本来の粘土面をとどめており､部分的に気

とで傾斜 した炉壁を構築したものと考えられる｡ 泡状に泡立っている｡裏面はいずれも溶解 して

5-7は､同様に粘土を焼成 した炉壁 ･土道 スが入っており､全体に黒色で部分的に金属光

1 滝茶褐色粘冥土 末分解の有機質を多く含み.締まり悪い
上段から流れて堆積した流土

2 日蓄積褐色粘質土 炭 赤色焼土フロックを少五含み､よく締ま香
3 時赤褐色粘冥土+2層 炭 ･赤色焼土フロック 炉壁 少玉の方解石

を含み､非常に堅く締まる
4 黄褐色砂混粘質土 粒子細かい粘土に砂粒濃じる
5 明灰色砂質土 風化した凝灰岩の石屑

第40図 出土谷Ⅱ区 SXO5平面 ･土層図 (S-1/20)
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沢をもつ｡

8･9はカラミで､図化 した面は固化時の表

面で､表面張力によって流れる様子をとどめて

いる｡特に9は表面に木片や植物の繊維が多く

付着 している｡裏面には冷却時に接していた土 ･

石の凹凸を写 している｡どちらも比重が高 く､

どっしりと重い｡

以上の他に､炉内南寄りで羽口1点が出土 し

ていたが調査の過程で破損 し､記録できなかっ

た｡断面形は一辺約 5cmの方形で､中心に円形

の風道が空いている｡両面とも破面で先端は残っ

ていない｡

【土坑状集石遺構】SX04の北西側80cmには､

土間面に磯が集中して表れる箇所があった (第

38図)｡土間面に掘 り込まれた土坑 と考えられ

たため､断面を観察 しながら磯を除去 して掘り

下げた (図中B-B'ライン)｡ しか し磯がさ

らに深 く続き土坑とした場合の壁面が確認でき

ないこと､堆積状況に埋め戻 した痕跡が認めら

れないこと､土間面に土坑プランが存在 しない

こと､土間貼土 (図中11･12層)が喋上面に被っ

ていることなどから､結果として土坑ではなく､

土間下に積まれた整地のための磯が部分的に露

出したものと判断 した｡土間面がこの部分だけ

剥がれたと考え られる｡黒色に被熟 した部分

(図中11層)が認められるため､この部分にS

X04に付随するカラミ溜まりがあった可能性

もあるが､判然としない｡

【SXO5】 (第40図)SX05は前述の岩盤

加工避横の東側に接 して位置 し､焼土および炉

壁片の集積遺構である｡周囲の土間面に対して､

暗桂褐色土の高まりを呈 していた (図中破線範

瓢)｡図中 2･3層は焼土 ブロックや炭片､角

磯､炉壁片を含み堅 く締まっており､意Egl的に

集積､あるいは廃棄されたものと考えられる｡

出土 した炉壁片は残りが悪いが､SXO4内か

ら出土 したレンガ状のものに類似 している｡ こ

れらの下層である4層はきめの細かい粘土層で､

西側の岩盤をったってくるゆるやかな流水作用

による堆積とみられる｡さらに5層は岩盤の棚

一一一◎ 第5章

状遺構床面にも堆積する凝灰岩の石クズで､岩

盤を仕上げ加工 した際に生 じたものである｡

【方解石 集積遺構】SX05と隣接 して､無

色透明の石粒が集中して検出された (第40図破

線範囲)｡25cmX15cmの範囲に集中 しており､

第 1遺構面の土間面直上に接していたことから､

人為的に集積 して置かれたものとみられる｡石

粒は外見上の特徴から方解石を砕いたものと判

断された｡

【精錬工程における方解石の役割】方解石は化

学式CaC03で､炭酸カルシウムを主成分 とした

鉱物である｡精錬に際しては鉱石に合わせて吹

くことによって鉱石の溶融温度を下げ､また樺

の粘度を下げることで流動性を調整 し､作業の
さんごくこわり

効率性を保つ役割をもつ｡｢三石錬｣(酸化マン
しらつらこわり くさり

ガン)や ｢白面錬｣(銀含有量の少ない鍵) と

ともに造葎剤として使用されたものである｡仙

ノ山周辺では自然に存在 しない鉱物であること

ど -;'･･i!-f-'-･,I::-q
l■-...

写真12 出土した方解石

から､造葎剤として使用することを前提に､銀

山柵外から搬入されたと考えられる｡

【SXO6】 (第41図)SX06は平坦面の西

南側縁部に位置し､建物跡の礎石列 (第35区IE-

E')に沿って平行に配置された石組み遺構で

ある｡第 1過構面を精査 した際､この部分だけ

土間面 (図中第 1層)が高まりを見せており､

また部分的に陥没 して空洞が覗く箇所があった｡

そこでセクションベル トを残 して土間土を除去

したところ､大小の角磯が並べた状態で検出さ

れた (PL.16下)｡その下には岩盤と立てた磯を

両側壁とする溝状の空間が確保されており､上

面の磯はそれに架けるように置かれている｡た



i

1 滝褐色砂混粘宵土 炭小片.煉土粒を少JL含む､Irやや粘性高い
2 鴫掲色砂温粘貿土 しまり悪く.小熊混じる
3 黒褐色粘冥土 上面に炭を少jL含み.非常に堅く締まる
4 億褐色粘胃土 均質でよく捕まる
5 54億色粘土
6 明褐色粘土 非常に苑子細かく､均質で精選されf=粘土
7 鴎褐色粘宇土
8 喝槽色XS宇土 炭小片.短土花を少JL含む
9 黒茶褐色砂濃粘質土
10 噌褐色砂濃粘常土
11 黒褐色粘賞土 炭片を多く含む
12 褐色砂質土

第41図 出土谷Ⅱ区 SXO6平面･土層図 (S-1/20)

第5章一一一 一一一〇-



だし整った板状の石でなく不整形の磯のため､

溝の床面に按するものもある｡東側壁の裏込め

となる部分には非常に粒子の細かい均質な粘土

が充填されている (図中第 6層).また床面の

写真13 出土谷Ⅱ区 SXO3(北西から)

3層上面には少量炭が含まれ､焼けたように堅

く締まる｡SX06は土間土によって埋殺 しに

されており､またいずれの方向にも連続 しない

独立 した溝である｡その機能については､たた

ら製鉄炉に対する小舟のように防湿 ･畜温のた

めの地下構造と考えられるが､対応する炉が存

在せず性格は不明である｡

【第 1追構面出土遺物】第 1迫構面出土の遺物

を第42-45図に示 した｡碗 ･皿 ･鉢 ･段重 ･揺

鉢等の食器 ･食道具類､台付燈火受皿､灯明皿

とみられる土師質土器の皿などの火器､粉成 ･

精錬等に関連 した用具工具類がある｡他に瓦片､

土人形､キセルなども出土 している｡

染付碗ではいわゆるくらわんか碗の形状を呈

するものや､広東椀､端反椀と呼ばれる形状の

もの等がある｡152､154､155はくらわんか碇｡

152は松文､梅花文等が描かれ､肥前系､154､

155は小型品で笹文が描かれる｡156-160は広

東碗､161はそれに伴 うと考えられる蓋で､い

ずれも肥前系｡156､157は松文が描かれ158は

竹文 ･丸文に丸文中へススキ､見込みは雲文｡

159は花井文｡160は外面に家屋山水が描かれ､

見込みは宝文もしくは藁葺であろう｡161は草

木文､見込みは ｢毒｣である｡171､172は端反

椀で型紙絵付けによるもので､安芸の小谷暁と

推定される｡171は扇形の区画文様に蝶､草花

文｡172は外面を区画 して花文や細い青海渡文､

一一一一.◎ 第5章

ようらくもん
内面上部に瑠璃文が描かれる｡染付磁器の碗で

は他に､外面松文､見込み花文の153､施粕陶

器の髄は､唐津胎土日の185､黄褐色の竿由薬に

よる186や萩焼系の183などがある｡

皿は中～小型品が多い｡165､170は菊皿で165

は見込みを蛇の目粕剥による｡164は輪禿皿で
しL?ろ bん

見込み蛇ノ目粕剥､椋欄文が描かれる｡162､

168､175は染付磁器で､162は草花文､168は笹

文などが描かれ､蛇の目凹形高台である｡175

は区画文で細い青海波文や山草木文などが描か

れ小谷焼と推定される｡180は青磁の小皿､179

は施柚陶器皿で､底部を回転糸切 りにより､鉄

粕が掛けられている｡

鉢は小型の163､166､182､大型の203等があ

る｡163､166は染付磁器で163は青海渡文や月､

区画格子文､166は斜格子､博文が区画文で描

かれる｡182は施粕陶器で､見込み蛇の目等由剥､

203は玉縁が付き乳白色の粕薬が掛けられたも

ので石見暁である｡

段童は169､段垂の蓋と考えられる176が出土

している｡169は肥前系で､松文､月等が描か

れる｡176は型紙給付で､小谷暁と推定される｡

他の器種では､急須の蓋とみられる施粕陶器

の177｡円形区画に細かい青海波､藤花文が描

かれた猪口で､小谷焼と推定される173がある｡

揺鉢では､以下のものが出土 している｡184､

205が鉄軸の施粕陶器で石見焼､188は備前｡20

4は外面に黒褐色､内面に褐色系の軸薬が掛け

られた陶器で､高台を貼り付けることによって

高台内の底部が段をなす形状のものである｡揺

鉢は精錬行程に伴う粉成用器材の可能性 も否定

できない｡

また､悟格､合子､徳利もしくは瓶や貯蔵用

の聾も出土 している｡これらも揺鉢 と同様に､

食生活に関連 しない用途 も想定される｡206は

悟格､150は白磁合子､208は瓶の底部で瓦質､

151は青磁の瓶で肩部に貼り付けの装飾がある｡

167は草花文､菱形文が描かれている｡徳利 と

みられるが､油壷の可能性 もある｡187は徳利

もしくは瓶で､輪積みロクロ形成による施柚陶



第42図 出土谷Ⅱ区 出土遺物実測図① (陶磁器)(S-1/3)
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第43図 出土谷Ⅱ区 出土遺物実測図② (陶磁器 ･土器 ･土製品)(S-1/3)
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第44図 出土谷Ⅱ区 出土遺物実測図③ (大型遺物 :陶磁器･土器･石製品)(S-1/6)
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第45図 出土谷Ⅱ区 出土遺物実測図④ (石製品･鉄製品･土製品)(S-1/2･1/1))

器である｡

209は凝灰岩を方形に加工 したもの｡表面に

は先端の尖った工具の痕跡を残 している｡ 1面

を破損 しているが､それ以外の全面にわたって

強 く被熟 しており､暗赤褐色､一部黒色を呈す｡

面ごとの被熱の強弱は認められない｡SX01

西側壁面の崩落土中から出土 したため､SX0

lに伴 う可能性がある｡210は挽 き臼の下目部

分で､黒色石粒の隣から出土 したものである｡

一一一◎ 第5章

石材は適摩郡温泉津町で産出する福光石とみら

れる｡目はほとんど摩滅 している｡211は石製

臼で､鉱石を砕くためのいわゆる ｢要石｣であ

る｡SX04上に堆積 した南側石垣の崩落土中

から出土 した｡両面が使用により窪んでおり､

また敵打による細かいえぐれが随所に認められ

る｡図示 していないが調査区内からはこぶ し大

の円礎が4個出土 しており (PL.19)､これらが

｢石杵｣の役割をもつとみられる｡214は鉄製の



蓑14 出土谷Ⅱ区出土遺物観察蓑

図面番号 出物番号 種 別 .器 種 法 i正(cm) 技 法 / 文 様 / その他 推 定生産地 秩 存 in-口径 底径 器高

42 149 施恥陶器 .台付燈火受付lLu 7.4 4.3 5.2 透明軸 .底回転糸切納毛利】 95%

150 白磁 .合子 7.0 5.2 4,5 40%

151 1F'_f磁 .瓶 8_3 肥前 50%

152 染付磁器 .碗 10.0 3.8 5.1 松文 .梅花文 肥前 40%

153 染付磁器 .碗 8.4 3.5 5.9 松文 .見込み花文 肥前 はば完形

154 独付磁器 .小碗 7.0 3.0 3,2 笹文 肥前 50%

155 射 寸磁器 .小碗 8.0 3.6 3,6 笹文 肥前 50%

156 染付磁器 .広東碗 10.7 6,5 5,8 松枝文 肥前 70%

157 独付磁器 .広東碗 10.6 6.5 5.8 松枝文 肥前 40%

158 艶付磁器 .広東碗 13.0 7.8 6,8 竹文 .丸文 .見込み誓文 肥前 50%

159 染付磁器 .広東碗 ll,0 6.1 6,5 花井文 肥前 ほぼ完形

160 磁器 .広舛碗 見込み文様あり.同一製品2点 肥前 90%

161 染付磁器 .克 9,8 6.0 2.9 見込み ｢巧｣ .同一製品 1点 草花文 肥前 はば完形
162 染付磁器 .Jm 9_8 5.0 2.5 草花文 90%

163 染付磁器 .碗 ll.6 5.7 6.4 青梅政文､月文 .区画､格子文 肥前 50%

164 独付磁器 .輪禿ml 16 8.8 4,1 見込み蛇ノ日和劇 .椋欄文 肥前 25%

165 lr_rJu-悩 .菊JIIl 14.3 4.4 4.2 見込み蛇ノ日和剥 90%

166 鉢 12.7 区画文 (斜格子 .博文) 20%

167 徳利 3.0 草花文､菱文 40%

168 染付磁器 .皿 7.8 凹型高台､笹文 底部片

169 染付磁器 .段重 12. 8.8 5.5 染付 .口綾部､腰部紬剥 理堵文 肥前 50%

170 雄和陶器 .ml 20.8 7.2 5.8 80%

43 171 磁器 .碗 10.5 4.0 5,8 型紙給付 .扇形区画文 小谷 50%

172 祉付磁器 .碗 10.0 3.4 5,3 型紙絵付 .花文 .苛梶披 小谷 40%

173 染付磁器 .猪口 4.3 型紙給付 .背頼政 .藤花文 小谷 50%

174 不明 ll 型紙絵付 .七宝 .花唐草 □綾部片

175 染付磁器 .1m 10 6.0 2.1 型紙給付 .区画文 .苗狗披 .草木文 小谷 25%

176 磁器 .蕊 ll 10. 1.7 草木文様 25%

177 雄和陶器 .急須丑 6.6 3.6 型紙給付 30%

178 施利慨l器 .急須蓋 9.8 8.0 3,2 50%

179 地軸陶器 .小皿 8,8 3.8 2,0 底部回転糸切り 地元 90%

180 苗場 .小mt 10,0 4.8 2,5 60%

181 施軸陶器 .手塩皿 10.0 4.5 3.7 石見 50%

182 施糾陶器 .皿 6.8 見込み蛇ノ目軸剥 石見 底部片

183 施fEll陶器 .鶴 13 4.7 6.6 白色利l 萩か 25%

184 地軸陶器 .描鉢 18 7.0 7.7 鉄軸 石見 40%

185 地軸陶器 .鶴 4.8 胎土日 唐津 底部片

186 陶器 .鶴 10.2 4.5 6.7 不明 90%

187 地軸陶器 .徳利 輪.檻3.ロクロ成形 40%

188 施利=陶器 .すり鉢 29 備前 口緑部片

189 土師質土器 .1111高台付碗 7.8 在地系 脚部片

190 土師質土器 .皿 9.2 4.0 2.3 底部回転糸切り/様付苗 ′′ 50%

191 土師質土器 .皿 8.2 4.1 2.1 底部回転糸切り/煤付-FI'. ′′ 40%

192 土師質土器 .皿rL 8.2 4,2 1,9 底部回転糸切り/煤付言IT. ′′ 50%

193 土師質土器 .皿 8.2 4.1 1.9 底部匝ー転糸切り ′′ 50%

194 土師質土器 .皿 9_1 4,5 1,9 底部回転糸切り/煤 .股付言fi-- ′′ 完形

195 土師質土器 .皿 7.8 4.1 1.9 底部回転糸切り ′′ 25%

196 土師質土器 .皿 8_8 4.0 2.0 底部回転糸切り ′′ 70%

197 土師質土器 .皿 8.2 4.2 2.1 底部回転糸切り/煤付-1'1- ′′ 25%

198 土師質土器 .lln 8.7 4.5 1.9 底部凪 転糸切り/膜付君T. ′′ 50%

199 土師質土器 .Lul 7.8 3.2 1.9 底部回 転糸切り ′′ 25%

200 瓦 .棟巴瓦 型打成形 .左三巴文 25%

201 土器 .サナ 型打成形 25%

44 202 陶器 .班 50%

203 陶器 .鉢 石見焼 25%

204 陶器 .すり鉢 30%

205 ′′ 30%

206 土器 .倍熔 □綾部片

第 5費-- 1か一一



44 207 瓦質土器.火鉢 底部片

208 価 底部片

209 石材 凝灰岩 (福光石か)

210 石臼 凝灰岩 (福光石か)

211 要石 安山岩

45 212 砥石 泥岩

213 砥石 泥岩

214 * 秩

215 煙管 .吸口 鋼 3,60g

216 土製品 .人形 前後合わせ型成形 .大黒像

聖 (矢)で､SX0l西側の崩落土中から出土

した｡平刃で刃幅2.0cmを測る｡刃先はかなり

摩耗 し鈍角になっている｡前述 (岩盤加工遺構

の項)したように､岩塊を割 りとるための横穴

に打ち込まれたものが､現地に残された可能性

がある｡

その他の遺物として特に注目されるものに瓦

と土製人形がある｡200はいぶ し瓦で､左三巴

文である｡丸い瓦当ではあるが､径が9.8cmと

小さいことと欠損の状況から､桟瓦葺での万十

軒瓦､棟巴瓦､軒巴瓦のいずれかの可能性が考

えられる｡

216の土製人形は､調査区東よりの､土間面直

上から出土 した｡

(2) 下層確認 トレンチ (第46図､PL20･21)

第 1遼構面の調査終了後､下層遺構の有無お

よび平坦地の造成等地形改変の状況を確認する

ため､ トレンチを設定 して調査 した｡ トレンチ

は2mX5mで､第 1遣構面の遺構を避けて設

定 している｡

第 1迫構面の土間貼り土である第 1層の下に

は､整地土とみられる第 2層が堆積 している｡

第 2層は磯を多 く含み､西側 (斜面下方)がよ

り厚 くなっている｡これを除いたところ､なだ

らかに傾斜する粘土層 (第 3層)と､西側に集

中したカラミ層 (第 4層)を検出 した (PL.20

左下)｡カラミのみを選別 して集積 したとみ ら

れ､カラミ以外のものをほとんど含まない｡粘

土層は5層をはさんでさらにこのカラミの下へ

もぐり､結果としてスロープ状に傾斜する (P

L20上)｡粘土層は均質で粒子が細か く､非常

に軟 らかい｡選別された粘土とみられる｡精査
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したが､上方には遺構は確認されなかったため､

作業面として機能 した面とは考えられない｡

さらに掘り下げたところ､第 1遺構面下1.2

mで､石垣とみられる石組みを検出 した (PL.

20右下､PL.21右上)｡第11･12層の上面を境に

上面は削平を受けており､石垣の上端とそれに

伴う遺構面は残っていない｡石垣基底部と判断

される部分まで､最大石積み3段分掘 り下げた

が､ トレンチが深くなり充分な床面積が確保で

きず､この石垣に伴う遺構面の有無は確認でき

なかった｡

またこの石垣と直交する向きにも右列があり､

これを境に石垣が途切れることから､直交する

向きの石垣がT字形あるいはL字形に交差する

地点の可能性が高い｡

【下層確認 トレンチ出土遣物】217は トレンチ

第 2層からの出土 した中国製染付陶磁皿､見込

みに立ち姿の人物､高台内に判別不能であるが

字款が描かれる｡小野正敏の文様構成でXI類に

該当し染付皿E群である｡218は第 7層出土の

肥前系染付磁器皿､呉須の発色は緑青色を呈す

る｡222は唐津の杯､底径3.5cmと小型品で第 7

層の出土｡223は唐津の碗､ トレンチ内整地土

の出土である｡225も唐津鶴で､見込みに砂目

積みの痕跡を残す｡第 2層出土である｡221､2

24は第 6層の出土で､絵唐津の鉢と碗である｡

219は肥前系陶器椀｡220は備前揺鉢､問壁編

年Ⅴ期のものである｡226は泥岩製の硯で､墨

溜まりを削る際の割付線が刻まれている｡227

は3足を配 した石製火鉢の基部とみられる｡内

面は剥離が進み､火を受けた痕跡等は認められ

ない｡

【層序の検討】第 2-7層から出土 した陶磁器



_1 24500.n

[=]下層石垣の外面

1 時茶褐色粘冥土 非常に空く碗まる､第1適構面の土間面
2 暗茶褐色傑混粘買土 3-5cmの角館を多く含む
3 淡青灰色粘土十淡黄色粘土
4 カラミ

5 暗茶褐色小傑濃粘冥土

6 黒褐色砂質土

7 胎黄褐色傑混粘貿土
8 黒褐色傑混粘質土 (8r傑やや少い)

9 時黄褐色小傑濃粘質土

10 時茶褐色傑濃粘冒土 10cm大の角傑多く含む
11 暗褐色大傑濃粘買土 10-30cm大の角館含む
12 時茶褐色大傑混粘質土 ,,

0 2m

第46図 出土谷Ⅱ区下層確認 トレンチ 平面･土層図 (S-1/40)
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はいずれも17世紀初頭ないし前半のもので､時

期的にまとまりがありそれ以降のものを一切含

まない｡加えてその間に迫構面が存在 しないこ

と､第 3･4層のように明らかに人為的な堆積

が認められることから､これら第 2-10層は17

世紀前半をそれほど下 らない時期に､人為的な

造成行為によって一度に堆積 したものと判断 し

うる｡下層に残された石垣は造成時に埋められ

たもので､それ以前の土地利用の様子を示 して

いよう｡その後掘り下げて整地されるためか､

蓑15 出土谷Ⅱ区下層確認 トレンチ出土遺物観察蓑

17世紀代の遺構は残 らず､第 1迫構面 (18世紀

後半)が退存するのみである｡

造成土の堆積状況をみると､第 3層 (粘土層)

は地形に合わせ緩やかに傾斜 しており､第 4層

(カラミ集積層)はその上面に敷かれている｡

これらの目的はあさらかでないが､地下からの

湿気の上昇を粘土層で防ぐ､または地下水を下

方へ流 し､水はけを良 くするための地業の可能

性が考えられる｡

図面番号 出物番号 種 別 .器 種 注 ini(cm) 技 法 / 文 様 / その他 推 定生産 地 残 存 出口 径 底 径 器 高

47 217 毅付磁器 .ml 5.g 人物 .山水 .高台内字款 中国 底部片

218 染付磁器 .皿 5.3 文様馬 ? 肥前系 底部片

219 陶器 .碗 4.8 黄褐色の施柚 肥前系 ロ綾部欠損

220 陶器 .揺鉢 備前 口綾部片

221 陶器 .鉢 鉄粕の線文 唐津 口綾部片

222 陶器 .柿 3.5 緑色の施粕 唐津 底部片

223 陶器 .碗 灰色施軸 唐津 口綾部片

224 陶器 .碗 4.3 白色地施軸に鉄柵の革文 唐津 底部片

225 陶器 .梶 4.0 白色施軸 唐津 底部片

図面番号 地物番号 種 別.器 種 法 i正 技 法 / 文 様 / その他 推 定生 産地 姓 存現存長l放大幅収大厚

47 226 覗 5.3 4.8 1.7 泥岩製

管
n

｢

･

∴

∵

10cm

第47図 出土谷Ⅱ区下層確認 トレンチ 出土遺物実測図 (陶磁器 ･石製品)(S-1/3･1/6)
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(3) カラミ (精錬津)の分類

出土谷Ⅲ区下層確認 トレンチからは､人為的

に集積されたと考えられるカラミが集中して出

土 した (第46図第 4層)0 17世紀初頭の陶磁器

を含む造成土に上下をはさまれており､それと

近い時期におこなわれた操業に際 して生 じたも

のと考えられる｡

カラミは製錬過程で除去 ･廃棄される不純物

(鉱倖)であるが､作業の内容や技術段階､炉 ･

付随施設の形態 ･環境をよく反映するものであ

る｡今回出土 したカラミは出土状況から一括性

が高 く､製錬工程のある段階において生成 した

カラミの全体像を反映するものと判断されたた

め､全点を持ち帰り整理､分類をおこなった｡

出土 したカラミは土のう袋にして32袋分､約

230kgあった｡詳細な分頬については､科学分

析の結果をふまえて改めて報告する予定である｡

ここではその前段階の作業として､主として表

面上の特徴によって分類をおこなった｡以下､

蓑16 カラミ分類表

流動状 く ≡

その分類基準について概述する｡

カラミは外形の点で大きく流動状 ･板状 ･塊

状の3つに大別され､さらに下記のように細分

される (表16)｡

【(a)カマボコ状】表面は平坦で表面張力によ

り滑らか､一方向-の流れがありそれに沿って

雛が多 く入る｡裏面はふくらみをもち多孔質で､

細かな凹凸が多い｡金属光沢をもつ箇所もある｡

断面形はカマボコ形を呈す｡炉から掻き出され

たカラミが､溝状のカラミ溜まりあるいは流出

溝を流れながら冷え固まったものとみ られる｡

裏面の細かな凹凸は溝床面の砂粒等の状態を反

映するものであろう｡数度に掻き出されたもの

が垂層状になったものや､ガスが抜けずに空洞

を内側に含むものが多い｡カラミの法量から復

元される溝の幅は17cm以上である｡

【(b)不定流動状】一部に滑 らかな面 と流動状

の痕跡をもつもので､外形が不定形のもの｡

(a)カマボコ状と同様に､表面に流動状の奴が

(a)カマポコ状 (断面がカマボコ形をなすもの)

(b)不定流動状 (一部に流動状構造を残すもの)

(C)特殊流動状 (滴状など)

板 状 ≠ 二 二 二 器 雷 警 漂

＼ ;i;蒜 蒜 蒜 蒜 蒜蒜 蒜昌益 芸V;JT=ものなど)

蓑17 カラミ観察蓑

(孤状に盛り上がった縁をもつもの)

(平坦な板状をなすもの)

(g)単 純塊 状 (不定形の塊状で､(h)(i)(j)などの特徴をもたないもの)

(h)含 炭 質 (木炭片を含有するもの)

(i)銅 錆 質 (表面に緑青があらわれるもの)

(j)非金 属 質 (多孔質で比重の軽いもの)

重 畳

総重晶 個 体別重 量 平 均

疏動咲 (a)カマポコ状 32,412g 104.1-1,704.5g 261.4g
(b)不定流動状 31,040g 8.5.-1,878.9g 125.2g

(C)特殊流動状 112g 10.4-79.4g 37.3g

板状 (d)有 縁 板 状 2,326g 7.2-133.8g 34.2g
(e)平 板 状 2,050g 2.6.-62.4g 13.7g

(f)複 合 板 状 217.5g 217.5g 217.5g

咲状 (g)単 純 塊 状 71,000g 5-1,810g ll.9g

(h)含 炭 質 6,700g 7-630g 98.5g

(i)鋼 錆 質 72,300g 10-1,420g 41.8g
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入 り､裏面に細かい凹凸をもつ｡(a)が破砕 さ

れ小片になったものが多いと考えられる｡

【(C)特殊流動状】表面張力による滑 らかな面

をもつもののうち､特殊な形態をなすもの｡

Jん J無 二て̀｣各紙 .t

(a)カマボコ状

-I:i:こき

(C)特殊流動状

(e)平 板 状

(h)含 炭 質

一一一一-1夢 第5章

①-箇所にしたたったカラミがとぐろ状に折 り

重なったもの､(参渦状のカラミが冷え固まった

もの､③枝状にあふれ出したような形態のもの､

などがある｡全体に対する比率は極めて少ない｡

(a)カマボコ状の裏面

(d)有 縁 板 状

(i)銅 鏡 質

写真14 カラミ各種



520%

【(d)有縁板状】薄い板状のもののうち､縁が

円弧をなし､折れ曲がるように盛り上がったも

の｡

以下 【資料12】に記された製錬工程によれば､

焼鉱によって脱硫された鉱石 (焼鍵)を溶解 し
かわ
て銀 (主として硫化銅と硫化鉄の混合物)を得

る工程を ｢荒吹｣(｢素吹｣)と称する｡銀は吹

床の中でカラミの下に層となってできるため､

【資料12】の場合､これに霧状の水をうって冷

却 し､板状に冷え固めて剥ぎ取るとされる｡銀

は次の工程へ進み最終的に残存 しないものであ

るから､ここでの(d)(e)の板状カラミは､銀の

上層に生成 した不純物を同様に冷やし剥ぎ取っ

たものであろう｡兵庫県石垣山遺跡出土の同様

な平板状カラミの場合､表面に細かい奴が観察

され､水をうって急冷した結果生 じたものと考

えられているが (【資料10】)､本遺跡の場合

表面は大半が滑 らかで､同様な痕跡は観察され

ない｡比較的徐々に冷却された結果であろうか｡

【(e)平板状】板状のもので､平面形に原形を

反映 しない単純な形態のもの｡厚さ5-8mm程

度のものが主体をなし､10mmほどのやや厚いも

のが少量含まれる｡表面は両面とも平滑で､微

細な鉱が入るものが少量含まれる｡(d)との相

違点は吹床 (炉)内の縁辺に位置 していたかど

うか､に由来するものと思われる｡

【(∫)複合板状】分類項目として設定 したが､

実際には1個体のみ存在する｡複数の平板状カ

ラミが熔著 したもので､板状の部分以外は(g)

単純塊状カラミと同一である｡偶然の結果によっ

て熔著 してしたものか､あるいは造援剤として

炉に投入された板状カラミが､溶けきらずに残

り､結果として周囲の塊状カラミと同時に掻き

出し･すくい出されたものと考えられる｡

【(ど)単純塊状】塊状のカラミのうち､後述(h)

～(j)の特徴をもつ個体を除いた部分が相当す

る｡(g)～(i)に共通する特徴であるが､不定形

で大小あり､概 して気泡を多 く含む｡

【(h)含炭質】木炭片を含むもの｡いずれ も表

面に付着 しているのではなく､完全にカラミ内

部に喰い込まれている｡木炭は1cm程度の小片

から､長さ11cmはどのものまで大小さまざまで

ある｡肉眼観察では導管がよく観察され針葉樹

の可能性が高いが､定かではない｡

【(i)銅錆質】表面に緑青色の銅錆が表出 して

いるもの｡多孔質のすが入 ったような部位や､

(h)のような木炭を媒介に緑青が認められる｡

【(])非金属質】塊状カラミのなかでも､特に

多孔質で比重が軽 く､メタル度の反応が低いも

の｡詳細は化学的分析の結果を待ちたいが､鉱

石中の脈石成分等に由来する珪酸などを多 く含

有 し､鉄分が少ないものと予測される｡

【まとめ】今回の分類は外見上の特徴に基づい

て､多量のカラミの大別を目的としたものであっ

た｡今回設定 した分類基準以外に､細かな差異

についてみればさらに細別することは可能であ

る｡これらが製錬工程の段階で､どのような環

境で生成 したものであるか､化学的分析の結果

とあわせてさらに細かい分類をおこなうことと

し､今回はそのための基礎作業としたO

また､今後化学的分析をおこなうことによっ

て､(∋処理鉱石の種類 (酸化鉱か還元鉱か)(塾

製錬法 (還元法か酸化法か)③産出成分 (金属

分が含まれていた場合)④年代 (木炭によるC

年代法)6)微量成分の含有量により使用原料 ･

産地の推定､などについて情報を得ることが可

能である｡また造樺剤として加えられたマンガ

ンやカルシウム (炭酸カルシウム)の含有量に

よって､そのカラミについての製錬工程を特定

することも可能である 【資料 4:第 2冊 科学

調査編参照】｡
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第 6章 まとめ

第 1節 栃畑谷地区の調査

広大な石見銀山遺跡の中で､栃畑谷地区には

16世紀代からの集落や近代の操業関連施設が存

在すると指摘されてきた｡今回の発掘調査の目

的も､一つには最盛期の銀山の様相をさぐるこ

とにあった｡平成10･11年度に実施 した調査は

狭い範囲を対象としたものであったが､山神川

両岸にそれぞれ位置するⅠ区 ･Ⅱ区において､

以下のような成果を挙げることができた｡

【Ⅰ区】第 1トレンチでは､まず近代の建物土

間面と考えられる黄色粘質土の遺構面を検出し

た｡さらに磯を多量に含む整地層を掘り下げて

いくと､多数の磯によって構築された石垣 と､

それにより構成される平坦な面を検出した｡こ

こでは､その法量や土層から近世灰吹床の下部

構造と推測される遺構を確認 した｡第 2トレン

チでは､整地磯層を掘 り下げて上下二段の平坦

な面を確認 し､それらの位置関係から通路の存

在を想定 した｡また､両 トレンチの整地層中か

ら16世紀代から17世紀にかけての遣物が出土 し

ており､近世初頭をそう下 らない時期に整地作

業が実施されたことがうかがえる｡近世の遺構 ･

遺物の残存状況があまり良 くない点は､近代の

改変を受けたためとも考えられる｡

【Ⅱ区】第 1遺構面で確認された遺構は､礎石

建物跡 2棟や多数の製錬関連遺構などがある｡

礎石建物跡内側では､炉跡を始めとして土坑や

台座状の石などを確認 した｡SB02の下層で

は､わずかな整地層をはさんで製錬関連遺構が

確認される遺構面を検出した｡肩部や底面に石

を用いているSD03が尾根斜面と礎石建物跡

を区切 り､SB0l西側部分では黄色粘土面や

礎石 ･ピットを､調査区北西部分では暗黄色の

岩盤部分に溝状遺構やビットを確認 している｡

出土遺物には陶磁器などのはか､製錬作業に関

係するとみられる鉄製品などもある｡藤田組の

名称を記す遺物は､明治時代半ば以降の製錬施

一一一一◎ 第5章

設という遺構の性格 ･時期決定の一助となった｡

Ⅱ区で下層の状況確認を行った結果､岩盤が

礎石建物跡西側で急に落ち込んでおり､繰 り返

し行われた盛土 ･削平による整地の上に礎石建

物跡が位置することが判明した｡またSB01

に設けた下層確認 トレンチでは､戦国期の遺構

を複数確認 した｡遺構出土の遺物は､陶胎の粗

製肯花碗皿頬を含まない点､被熟 したものが多

い点､日常生活用品とは異なる性格の袋物など

が含まれる点が特徴である｡時期は､伝世品と

みられる遣物を除き16世紀中葉と考えられる｡

【まとめ】以上の各地区別の調査成果を要約す

ると､次の三点になる｡

①土地利用の変遷状況が明らかになった

16世紀末から近世 ･近代に至るまで､盛土の

みでなく削平によっても頻繁に整地が行われた

ことが判明 した｡特に出土遺物から､近世初頭

が整地作業の画期の-つにとらえられる｡

②近代大森鉱山の様相の一端を探った

大型礎石建物が製錬作業に用いられ､製錬技

術的には近世以来の技術も少なからず用いられ

ていたと考えられる｡出土製錬津から､永久鉱

床の鉱石を製錬 していた可能性が高い｡

③戦国期の迫横が谷部で初めて確認された

炉跡とみられる遺構のはか､16世紀中葉の遺

物をともなう迫横が確認された.高級な伝世品

も出土 し､鉱業生産の場とは別の様相もうかが

われる｡

今回の発掘調査による成果で､文献史料を中

心として描かれてきた栃畑谷地区の歴史に新た

な光をあてることができたと考える｡ しか し､

近代製錬作業の細部や戦国期のより広範囲での

様相など､今後追求すべき課題も多い｡今後発

掘調査も含めて多分野にわたる調査 ･研究が進

められ､成果があがることを期待 したい｡



第2節 出土谷地区の調査

現在､出土谷を含めた昆布山谷エリアには谷沿

いに平坦面が連なり､うっそうとした竹林のなか

にも建物が立ち並んでいた往時の面影をとどめて

いる｡出土谷は戦国期に灰吹法を伝えた慶寿が居

住 したとされ､文献史料に ｢だし土｣の名が古 く

登場することからも､その開発が戦国期にさかの

ぼる可能性を指摘されてきた｡今回の調査は出土

谷を含めた昆布山谷エリアに初めて実施された発

掘調査であり､いずれも狭い範囲ながら､個々の

平坦面､ひいてはその集合である谷全体の様相に

ついて､一端を捉えることができた｡以下にあら

ためて調査成果の概要を記す｡

【Ⅰ区第 1トレンチ】表土下約20cmで土間面を検

出し､箇所によってはその下層の磯混じり整地土

の上面が表れている｡またこれに伴う2基の炉跡

を確認 した｡土間面の覆土中からは18世紀後半～

19世紀代の陶磁器が出土している｡下層の調査は

おこなっていない｡

【Ⅰ区第 2トレンチ】18世紀後半～19世紀半ばの

陶磁器を伴う建物土間面を､表土下約20cmで検出

した｡これに伴う炉跡を1基確認しており､製錬

施設をもつ吹屋跡とみられるが､調査範囲が狭く

建物構造に関わる情報は得られていない｡この過

構面の下層には､磯混じりの整地土が40cm以上堆

積 しており､調査はその下端には及んでいない｡

磯混じり整地土の中位に炉跡 2基が確認されたた

め､整地は数次にわたるもので本来その間の遺構

面が存在するはずであるが､整地の過程でほとん

ど破壊されており面として確認することはできな

かった｡

整地土中から､わずかながら戦国末期～近世初

頭にさかのぼる陶器が出土していることから､整

地土のさらに下層にその時期の遺構が存在する可

能性がある｡

【Ⅱ区】出土谷地区のなかで最も広範囲の調査を

おこなった｡表土下約15cmで検出した土間面には

建物礎石がよく残されており､この建物に伴う製

錬施設を3基検出した｡いずれも形態 ･構造が異

なり､特徴からそれぞれの機能を推察することが

可能である｡

出土した陶磁器は18世紀後半と19世紀後半の 2

時期に中心がある｡上方に位置する平坦地からの

流入土中に含まれていたものに19世紀後半のもの

が多く､土間面覆土や土間面直上から出土 したも

のに18世紀後半のものが多い｡このことから第 1

追構面の礎石建物跡は18世紀後半頃の製錬施設で､

建物が廃絶した後には上方の平坦地が機能してい

る19世紀後半まで､ズリ廃棄場として利用されて

いたと考えられる｡

また､第 1遣構面の1.2m下方に石垣が残され

ていることを確認し､現状の平坦面はこの上に厚

い造成土を盛って形づくられたことが明らかになっ

た｡造成土中からは17世紀初頭の陶磁器が出土し､

これに近い時期に大規模な地形改変がおこなわれ､

その結果､現在にはぼ近い景観が成立 したと考え

られる｡周辺の岩盤を大がかりに掘削 ･加工する

造作も､18世紀後半より前におこなわれており､

これと造成が併せておこなわれた可能性もある｡

また造成土中に多量に集積されたカラミ (精錬

倖)を詳細に分類 ･分析することによって､具体

的な操業実態について明らかになる可能性が示さ

れた｡付近に分布する永久鉱床は黄銅鉱を主とし

た銀銅鉱石を産し､文献からは16世紀後半にはす

でに ｢銀絞り銅｣の生産があわせておこなわれて

いたとされる｡今回出土したカラミは17世紀初頭

以前のものであるから､これを検証する意味でも､

今後継続しておこなう分析の意義は大きい｡

【まとめ】以上の成果をふまえ､出土谷地区の調

査成果を下記のように概括できよう｡

(む平坦地群の利用状況が明らかになった

佐毘売山神社背後の谷沿いに､道 ･水路に面 し

た吹屋 (製錬場)が立ち並んでいたことが絵図等

から知られ､表面観察からも予測されたが､この

ことが発掘調査からも追認された｡(調査区周辺

については)19世紀後半ごろを最後に操業を停止

している｡

②近世後期の吹屋の実体が明らかになった

18世紀後半の吹屋 (製錬場)について､具体的
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な情報が得 られた (建物構造 ･炉や関連施設の

配置 ･作業空間の利用状況 ･個々の炉の機能と

作業工程など)｡当遺跡内での製錬技術の変遷

過程を知る上で､ひとっの段階をよく示 してい

る｡また他鉱山との比較資料として技術史的側

面で大きな手がかりとなろう｡また今後の整備 ･

復元の材料としても重要な成果である｡

(卦出土谷の開発時期がとらえられた

出土谷の開発が遅 くとも17世紀初頭までさか

のぼることが確認された｡石垣を組んで平坦地

を確保する手法がとられている｡

④地形改変の状況と画期が確認された

現在の景観が､17世紀前半におこなわれた大

規模な造成によって形成されたことが確認され

た｡造成は最大 2m以上の盛 り土を伴う｡栃畑

谷地区や仙ノ山山頂付近の竹田地区でも相前後

する時期の大規模な造成が確認されており､近

世初頭が造成地行をともなう地形改変のひとっ

の画期として見えてきた｡

(9出土谷の盛衰が推察された

Ⅱ区では17世紀後半～18世紀前半にかけての

遺構面が存在せず､その間の遺物も皆無に等 し

い｡ I区第 2トレンチも同様である｡調査範Bfl

が限られており断定できないが出土谷での操業

には時期的な盛衰があり､ある期間生産が縮小､

18世紀後半にあらためて拡大した可能性がある｡

発掘調査の成果にみられた時期的隔絶は､その

結果ではなかろうか｡

【今後の課題と展望】

以上述べてきたように､今回の調査によって

石見銀山追跡解明に一つの手がかりを得た｡

しかしながら作業空間の把握といった生産追

跡としての詳細など､残された課題は多岐にわ

たり､今後のさらなる調査研究が期待されよう｡
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